
学生が
デザインする
まちづくり

第５、６回の授業は、フィールドワークでした。市⽴博物館の平敷館⻑の案内で

普天間地域のまち歩きを⾏いました。

今回のフィールドワークは、実際に普天間地区を歩いて回り、昔の普天間と現在

のまちなみを⽐較しながら、まちの課題や可能性を⾒つけることが⽬的です。

まず、ヒルズ通りを通って国指定⽂化財の喜友名泉(ちゅんなーがー)に向か

いました。2015年に「でいご通り」から「ヒルズ通り」に名称が変更され

た経緯などを聞いた後、様々なカフェや雑貨屋さんなどが⽴地する、おしゃ

れな街並みを眺めながら喜友名泉に向かいました。
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フィールドワーク

普天間まちあるき
01

フィールドワークの振り返り

各グループから発表（まとめ）
02

本授業には、⾼⼤連携の⼀環として

３名の宜野湾⾼校⽣が参加していま

す。当⽇は RBCより取材を受けま

した。



その後、カフェユニゾンで昼⾷をとりながら、オーナーの三枝克之さんからお話を伺いま

した。カフェユニゾンのコンセプトや、県の⼦ども未来協⼒店として⾏っている弁当配⾷

の活動、地域との関わり、まちづくりなど（地域の中へ店のほうから出向いていくキッチ

ンカー、沖縄の市場⽂化の⾒直し、台湾の夜市の沖縄版）様々なお話を伺いました。

その後、普天間地区を歩きました。昔の地図や写真などの資料を基に、現在の街並みと⽐

較しながら歩きました。

すずらん通り、万年通り、局前通り、公設市場通り、宜野湾市役所跡（サンフティーマ）

などを通って、⼭⽥真⼭伯の平和記念像原型アトリエ（摩⽂仁にある平和記念像の原型が

保管されている）を⾒学しました。

最後に、近年は観光名所にもなっている普天満宮に戻り、琉球⽯灰岩層に形成され全⻑

280ｍの洞⽳を⾒学しました。

フィールドワークでは、かつて栄えた普天間と現在の街並みから、活性化のヒントを探り

ます。

フィールドワークを終えて、グルー

プで、感想や地域活性化のためのア

イデアを頂きました。

受講⽣からは「普天間地区は歩ける

⾯積なので歩くイベントを開催す

る。」「当時、普天間が栄えていた

ころの写真パネルを展⺬して普天間

のことを知ってもらう。」「普天間

朝市や夜市などを定期的に⾏う。」

「フィールドワークで歩いて昔の⾯

影を感じた。」「外⾒は古くても中

がおしゃれなお店も多かった。」

「飲⾷店が多く、宜野湾市の特産品

スイーツを出したらいい。」「宜野

湾市には、住宅が多い。ヒルズ通り

は歩いている⼈が少なかった。まず

は、地元の⼈たちに良さを知っても

らう。YouTubeなどを活⽤して情報

発信する。」などの意⾒が出まし

た。
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